
記入例を参考にご記入ください。

１　責任者

氏名（団体名ある場合） 「立替払」での購入を希望する場合、教員名により申込みください。

ＴＥＬ(内線) なお、学生等が責任者となる場合は、物品購入依頼により事務局で発注・支払を行うこととなります。

Ｅメール(PC) 工作・ものづくり、実習・体験、演習参加など、

こどもたちに理科学の不思議や楽しさを理解してもらう内容などで自由に提案ください

２　内容 （必ずしも作品等を持ち帰る内容でなくても構いません）

テーマ名 こどもたちが興味を引くテーマ名を考えてください。

こどもたちが理解できる簡易な表現で記入してください。

(事務局で校正させていただく場合があります。)

３　実施計画

（出演者名簿を後日提出）

申込締切後、希望に基づき部屋の調整を行います。

随時、時間制のどちらかに「○」をつけてください。

できるだけ、随時形式のテーマを希望します。（時間制の場合、計画書を後日提出）

所要時間

各回定員 20名以上のできるだけ多人数に対応できるテーマを希望します。

予定経費（材料費） 15,000円/日、30,000円/2日を支給額の限度とします。

立替払の場合、本申込書の記載に基づき、事務局で確認・予算調整をして、金額を決定通知します。

金額決定通知以後、物品購入することができます。

水・塗物の使用
（使用する場合）

 FAX 027-265-3837　TEL 027-265-7361

短時間で出来てわかりやすいもの（回転率の速いもの）を希望します。　　　　　　　　　３０　　分／回

提出年月日：平成27年5月　　　日

平成２７年度　第９回こども科学教室　出展申込書

　前橋　太郎

　027-265-0111 （内線１１１）

 chiiki@maebashi-it.ac.jp

電子レンジで火の玉をつくってみよう！（※本来電子レンジは使用不可です）

内容ＰＲ文
（チラシ等に掲載
40字以内）

シャープペンシルのしんを電子レンジであたためて「火の玉」をつくれます。

内容の概要

後日、備品調査、時間制（整理券）、ガイドブック原稿、出展者名簿等の調査を依頼します。

広さ５０㎡、社会環境高崎教授と同種類の実験をするため同部屋で、１４１教室を希望

電子レンジ

８月９日(日)

テーマ形式

この実験では、家庭用の電子レンジとシャープペンシルのしんを使っ
て、電波による火の玉を簡単に作って、観察できます。

　　　　　随時　 　（参加者がいつでも参加できる形式）

電気器具及び容量
（使用する場合）

　　　　　　　　　２０　　人／回

　　　　　３０，０００　　　円　（　２　日間）

　　　　　　　５　　人（出演者数を記入。６人/日まで）

希望場所
（広さ㎡、条件、部屋名）

実施日及び
学生(出演者)数

　　　　　時間制　（時間制で行うため、整理券配布等で参加者を制限する形式）

８月８日(土) 　　　　　　　４　　人（出演者数を記入。６人/日まで）

提出先
５月２９日 （金）（締切厳守）で、事務局 学務課 地域連携推進センター事務室まで

E-mail chiiki@maebashi-it.ac.jp

１０００　　　Ｗ(ワット)

Ｗ(ワット)

　　　　水　　・　　絵の具　　・　　クレヨン　　・　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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